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平成２９年４月１３日（木）
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http://www.city.naruto.tokushima.jp/contents/daiku/index.html


内容
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鳴門市市制施行７０周年記念事業
「いきいき支え合い地域づくりフォーラム」の開催
について
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NARUTO PRIDE PROJECT 鳴門市イメージアップ事業
小冊子・イメージアップポスターが完成しました
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少子高齢化が進展するとともに、 近隣同士のあたたかいふれあい
や助け合いといった地域のつながりは次第に希薄になりつつある

単身世帯など支援を必要とする高齢者は増加

住み慣れた地域で安心して暮らしていくためには、地域の高齢者
やボランティア、ＮＰＯ、民間企業等の多様な主体による生活支援
のサービスやサポートづくりを早急にすすめる必要がある

生活支援の
担い手養成

生活支援コーディネーター
の配置

活動推進母体
となる組織づくり

全国各地でボランティアや地域での助け合い活動の普及・支援に
取り組んでいる「公益財団法人さわやか福祉財団」と連携し、支え
合い活動の充実や生活支援体制の整備に取り組む！！



鳴門市市制施行70周年記念事業

【主催】 鳴 門 市

【共催】 鳴門市社会福祉協議会

公益財団法人 さわやか福祉財団

【問い合わせ先】

長寿介護課 TEL ０８８－６８４－１３９１

FAX ０８８－６８４－１３２１



鳴門市市制施行70周年記念事業

堀田 力 （ほった つとむ）

現、公益財団法人さわやか福祉財団会長・弁護士。にっぽん子育て応援団団長。社会保障審議会委員、

中央社会福祉審議会委員、高齢者介護研究会座長、東京都社会福祉協議会会長、東京の地域ケアを推進
する会議委員長などを歴任。新地域支援構想会議発起人として、国や市町村へ提言するなど全国各地で強
力に絆のある地域づくりを推進中。

プログラム

〔パネリスト〕 青木義幸 いきいきサロン さわやか福寿会世話人
乾 肇 渦潮ふれあい館 館長
酒井やよい さわやか福祉財団インストラクター
松本久和子 鳴門市介護者家族の会会長
泉 理彦 鳴門市長

〔ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ〕 堀田 力 公益財団法人さわやか福祉財団会長
〔生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ〕 齋藤章子 鳴門市基幹型地域包括支援センター

《後半》 パネルディスカッション
『みんなで創ろう 助け合い社会』

《前半》 基調講演 『みんなで支えあう地域をつくろう』
～ずっと安心して暮らせるまちにするために～

【講師】 公益財団法人 さわやか福祉財団 会長 堀田 力 氏

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=imgres&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiKr86NyPXSAhUH2mMKHc9EAkIQjRwIBw&url=https://www.castanet.co.jp/aboutus/10.html&psig=AFQjCNHhu0PsLxE5dQCqvwt74FC6l8Ra2Q&ust=1490665565420324
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県内初！

２０２５年問題を目前に控え、このフォーラムを行政
等との連携による市民が主役の生活支援体制整備
をすすめるキックオフの場に！！

３回程度の勉強会を重ね、
「生活支援コーディネーター」の選出や
活動推進母体となる協議体を設置

こうしたフォーラムや勉強会を通して、市民の
皆様の意思を反映し、コーディネーター選出や
協議体設置を行う取り組みは・・・
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鳴門市イメージアップ事業

「鳴門やけん」 「ポスター」 完成



なるとプライド

プロジェクト

なるとジョブ

プロジェクト

なるとリビング

プロジェクト

なるとヘルシー

プロジェクト

なると子育て等

サポート

プロジェクト

鳴門市総合戦略「なると未来づくり総合戦略
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総合戦略５つの戦略プロジェクト

▶５つの戦略プロジェクト



鳴門の「良さ」を伝え、

市外の方には、鳴門での「生活」に「興味」を

市内の方には、鳴門への「誇り」と「愛着」を

媒体の主役は...

市民 出身者と

なるとプライドプロジェクト

▶イメージアップ事業
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なるとプライドプロジェクト

▶イメージアップ事業

平成27年度から
イメージアップ事業を開始
さまざまな事業を実施しました

小冊子
鳴門やけん

イメージアップ
ポスター

カレンダー Narustagram

写真動画コンテスト



［テーマ］鳴門わかめ

小冊子鳴門やけん
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なるとプライドプロジェクト

▶イメージアップ事業

［テーマ］鳴門回帰

イメージアップポスター
第４弾 第３弾

今回、新たな小冊子とポスターが完成しました。
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鳴門の特産品とそれに関わる人に

焦点をあてた小冊子「鳴門やけん」。

今回のテーマは 「鳴門わかめ」
生産者・加工者をはじめ、

大勢の市民にご出演いただきました。

16ページの冊子タイプ、

制作部数は10,000部。

市内小学５・６年生に配布するほか

県内外の交流施設等にて配布します。

イメージアップ事業

▶小冊子 鳴門やけん ～鳴門わかめ編～
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東京でクリエイティブプロデュース会社の代表取締
役として、多数の大手企業のコミュニケーションデ
ザインやクリエイティブプロデュースを手がけている
本市出身の近藤貴幸さん。

昨年末にはボートレース鳴門で開催された
ウォータースクリーンイリュージョンをプロデュース。

鳴門を離れ東京で成功をおさめ、
鳴門に新会社を設立し、鳴門への恩返しを。

そんな近藤さんの 「想い」 をポスターにしました。

イメージアップ事業

▶イメージアップポスター ～鳴門回帰～

ポスター

「 鳴門回帰 」
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□ 作成部数

…B1_100部 B2_200部

□ 仕 様

…コート紙135kg

□ 掲 示

…市関係施設、観光施設、

交通機関、市内学校、

県外の市県関係施設などへ依頼

イメージアップ事業

▶イメージアップポスター ～鳴門回帰～


